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１．事業の目的・概要等 

 

現在の日本は急激な少子高齢化の社会になってきており、日本の人口および労働人口が

年々減少していき、将来の日本の繁栄に危機が訪れている。それに対応する施策として 

政府が掲げている「留学生３０万に計画」実現に向けて就職支援プログラムを実施した。

これにより少しでも日本の労働人口の安定的確保ができ、産業界の再生に貢献ができる。

さらに、東北は、農業・水産業の第一次産業が基幹産業であり、輸出入による貿易が産業

復興の源になるとか考えられ、貿易業務講座も含めた講座など一連の支援プログラムの取

組みを行なった。 

  

本事業では、実施講座として①ＩＴ実践講座②貿易業務講座③ビジネスマナー講座④ビジ

ネス日本語講座を行い、就職合同企業説明会を２回実施しまた。さらに、企業研修(見学)

ならび業界特別講座を行い、実際の企業の現状などを理解するものを入れた。 

 

２．事業の実施に関する項目 

①カリキュラムの概要（目的・科目数・内容・期間） 

 

［各種講座］ 

<ＩＴ実践講座> 

 Ａ）ビジネスソフト講座  

  ◆日程・回数毎週土曜日（1日 6時間）9/1～9/24 の間の 10 回（1日 2時間） 

  ◆時間：20 時間 

  ◆内容：ビジネスソフト（Word、Excel)による資料作成の知識・技術の修得 

 Ｂ）企業向けホームページ作成講座 

  ◆日程・回数 毎週土曜日（1日 6時間）10/10～12/12 の間の 10 回 

  ◆時間：60 時間    

  ◆内容：企業の宣伝のためのホームページ、ブログの作成・運用の知識、技術の修得

<貿易実務講座>                                  

Ａ）国際経済 

  ◆内容：国際貿易の知識、世界情勢・経済についての知識を修得 

  ◆日程・回数 10/15～11/12 の 6 回(1 日 2 時間) 

  ◆時間：12 時間 

 Ｂ) 貿易実務 



  ◆内容：国際経済論、貿易実務などの知識を習得 

  ◆日程・回数 10/15～11/12 の授業 4回(1 日 2 時間) 

  ◆時間：8時間 

<ビジネスマナー講座> 

 Ａ)合同企業説明会前の準備としてマナーと基礎知識 

  ◆日程・回数 9月、11 月の合同企業説明会前に 1度ずつ(1 日 2 時間) 

  ◆時間：4時間 

Ｂ)社会人として必要な基本的ビジネスマナー 

  ◆日程・回数 10/16～11／13 4 回(1 日 2 時間) 

  ◆時間：8時間 

  ◆内容：社会人として必要な基本的ビジネスマナーを修得 

 Ｃ)履歴書・エントリーシート作成と面接指導 

  ◆日程・回数 10/13～11/13 4 回(1 日 2 時間) 

  ◆時間：8時間 

  ◆内容：履歴書・エントリーシート作成、面接の指導など 

<ビジネス日本語講座>  

 Ａ）ビジネス文書講座 

  ◆日程・回数：11 月 5 日～12 月 17 日の間の 7回(1 日 2 時間） 

  ◆時間：14 時間 

  ◆内容：封書、手紙の書き方から社内・社外文書の見方までビジネス文書の基礎知識

を修得。 

 Ｂ）日本語特別講座  

  ◆日程・回数：1月 28 日と 2月 4日の両日(1 日３時間) 

  ◆時間：6時間 

  ◆内容：ビジネス場面でのコミュニケーションに必要な日本語などを修得 

 

[合同企業説明会] 

<第１回合同企業説明会 9/29 実施）> 

 日時：平成 21 年 9 月 29 日（火)  12：30～16：00 

 場所：３階視聴覚ホール 

 第一部 講演会 講師：テラビジネスキャリアスクール学校長 野澤 和世 

   講演①留学生の就職の現状       

     講演②企業が求める留学生     

  第二部 合同企業説明会 

<平成 21 年度第 2回合同企業説明会  

 日程：平成 21 年 11 月 25 日(水) 10：30～14：4 0 

 場所：３階視聴覚ホール 

 第一部 講演会 講師：㈱テラビジネス 官公庁支援室 森 康仁 

講演①日本で就職するためにⅠ 

  講演②日本で就職するためにⅡ 

  第二部 合同企業説明会 

[企業研修(見学)] 

 ◆日 程・回数：2/3､2/10､2/17 の 3 回 

 ◆時 間：終日 

 ◆見学企業先 

 ①株式会社一の坊  業種：旅館ホテル業 



 ②今野印刷株式会社 業種：企画・制作・印刷 

 ③株式会社庄司   業種：野菜加工業 

[企業研修(見学)] 

 ◆日程・回数： 

 1 月 26 日～2月 12 日の中で 2回(1 日 2 時間)実施 

 ◆時間：4時間 

 ◆講師： 

  ①石澤邦昭 株式会社フーラガールズ 代表取締役  

  ②成澤伸幸 元 ジェトロ仙台 アドバイザー 

   

②受講者の募集方法（手法・期間・効果） 

 

[募集･期間] 

 留学生対象の学科である「国際情報ビジネス科」の卒業 20 名を対象として、事業を行

なった。 

 

[効果] 

 日常の授業と異なり、特別講座であることで、外部講師や企業の方などの講演や企業訪

問などは非常に好評であり、各講座に学生が積極的に参加したことが特に印象に残ってい

る。 

 

③受講者の状況 

 

男子 11 名 女子 9名 出身国：中国 15 名 韓国 1名 ﾓﾝｺﾞﾙ 2 名 ﾛｼｱ 1 名 ｲﾝﾄﾞ 1 名 

 

④受講者・企業の意識調査等 

 

講座ごとのアンケートはしていないが、参加学生全員好評でした。 

合同企業説明会のアンケートは時間の長さに不満の学生 17%いたのが気になった。その他

のことには良好であり、為になったことのコメントが多かった。 

企業調査は、留学生の就職採用に絡んだ内容なので今年の不景気が重なり、関心があるが

8社であるが採用までの企業がなかった。 

 

⑤受講後の状況（修了者数・就職率） 

 

昨今の厳しい就職戦線であり、日本人の採用に厳しい企業が多く、従来留学生を採用して

いた企業も今年度は採用を見送ることが多く、非常に苦戦している現状です。対象学生２

０名の内、内定は３名、活動中６名、大学など進学５名、その他６名となっている。 

 

３．事業の評価に関する項目 

①当初目的の達成状況 

 

不景気のため合同企業説明会に参加する企業が少なかったことを除いて、ほぼ達成できた



と思われる。 

 

②事業の成果及び改善点 

 

この事業を行なうことにより校内外で留学生の就職体制やサポート体制が確立された。 

合同企業説明会に参加する企業を多くすること。また、就職率の向上を目指したい。 

 

③次年度以降における課題・展開 

 

次年度以降も更なるレベルアップの事業を計画して、在学する留学生の就職支援を強化し

て、東北地域の産業の活性化に一役担っていき、留学生の就職の意義を理解してもらうこ

とを目指していく予定である。 

さらに、キャリアカウンセラーを導入して、きめ細かい就職指導をしていきたい。 

 

④成果の普及 

 

開発した教材テキストを留学生の在籍している専門学校や大学の連絡会である宮城県留

学生交流推進会の会議構成団体に配布するとともに会議で報告をする予定である。 

 

 


